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研究成果の概要（和文）：本研究では、ポピュラー文化ミュージアムの中でも特にマンガミュージアムを対象とし、そ
こにおける来館者行動と各博物館建築の展示空間との関係を、比較・分析・解明することができた。対象地として日本
国内はもとより、フランス、韓国などで調査を行った。また、参加者100名を超えるシンポジウムも日本で開催し、マ
ンガミュージアムに関する課題や可能性を整理することができた。建築学会の査読論文1本、研究分担者らによる共著
査読論文1本、書籍として『マンガミュージアムへ行こう』、研究内容をまとめたディスカッションペーパー2冊（各12
0ページ程度）を具体的な成果として提出した。

研究成果の概要（英文）：The study focused on popular culture museum; it especially compared, analyzed and 
explored manga museums by looking at the exhibition spaces and its visitor behavior. We have done surveys 
not only in Japan but also in France and Korea. Our symposiums were successful with more than 100 
participants, and a thorough discussion about manga museums was held. As outcomes of this research 
project, we have one refereed paper in the Architectural Institute of Japan by Tanigawa, another refereed 
paper in Central Japan Society for Human Studies by other research members, one co-written book ‘Let’s 
go to manga museums’, and two ‘Discussion Papers’ i.e.booklets of about 120 pages which put together 
our research results.

研究分野：建築学
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１．研究開始当初の背景 
近年「コンテンツ」や「メディア芸術」に

重点化した文化政策への関心が高まってい
る。それにより、ポピュラー文化が国家の文
化戦略や地域再生への起爆剤として期待を
集め、国内外で関連する文化施設の建設が続
いている。またクールジャパン政策によって、
ポピュラー文化の中でもとりわけマンガ文
化は確実にグローバル規模へと枠を拡げる
一方で、「国立メディア芸術総合センター」
の設立構想が白紙に戻ったことは記憶に新
しい。だが、海外に目を向けると、その国に
おけるコミックス（漫画や BD などを含む）
文化を収集・保存・展示する施設が増えてい
ることがわかる。 

一方、建築単体・文化単体で見ていれば気
づかないが、双方を一体として見る時、社会
的かつ学術的な問いが浮かび上がる。つまり、
歴史的にはハイカルチャーのための公共建
築である博物館で、個人的な消費を基本とす
るマンガというポピュラー文化が扱われる
ことは、当然既存の博物館の建築空間では対
応できず、変容が迫られるのではないかとい
う問いである。申請者はそれを明らかにする
ため、こうした文化施設がどのような方向に
向かっているのかということの実証的な研
究を、博物館学、社会学、民俗学の研究者ら
と進めてきた。 
本研究では、数多くあるポピュラー文化ミ

ュージアムの中でも日本、韓国、フランスに
おけるマンガ・ミュージアムを対象とし、来
館者行動やミュージアムの設立背景などを、
各館の特性に応じて分析することとした。そ
してそれらを比較検討しながら、マンガ関連
文化施設の意味や空間的機能について、グロ
ーバルな視点を交えてその共通項や相違、そ
して多様性について、論文発表や研究会での
議論を通じて探ることを目指した。 
 
２．研究の目的 
上記のような問題意識と目標を背景にし

て、本研究では、各地域のマンガ・ミュージ
アムの展示空間の構成・配置とそれがもたら
す影響に注目する。特に、ミュージアムにお
けるマンガ文化受容者としての来館者行動
類型の解明、及びそこに見られる日本の独自
性の有無やその様相の探求、そして最終的に
は各ミュージアムが存在する地域の歴史や
文化などにも目配りすることで、日本の現在
の事情に即したミュージアム建築設計に貢
献することを目的としている。 
その際、建築学、博物館学、社会学、民俗

学の領域から総合的に考察することで、建築
単体の議論に落とし込まず、博物館とは何か、
という本質的議論に踏み込んで解明する。 
 
３．研究の方法 
具体的には韓国及びフランスのマンガ・ミ

ュージアムを対象に、建築分析と来館者調査、
インタビューなどを、各館の事情に合わせつ

つ行なった。さらに、日本国内のマンガ関連
文化施設や関係者へのインタビュー、シンポ
ジウムなども行った。 

海外調査は、初年度にフランス・アングレ
ーム市の国際マンガフェスティバル CIBDI
（ la Cité internationale de la bande 
dessinée et de l'image）において、街中に
散在する小規模なミュージアム（仮設を含
む）の展示空間特性の把握、及びフェスティ
バル関係者へのインタビューを行った。2 年
目には、韓国漫画映像振興院（KOMACON）に
おいて、建築空間分析と来館者調査を実施し
た。 

フランス・アングレームのフェスティバル会場の

一つ 

 
日本国内では研究代表者及び分担者を中

心とした研究会を定期的に開催し、研究目
的・方向・状況の確認、情報の共有、調査計
画の立案、成果・報告の整理、論文執筆など
を行った。また東北や北陸、九州などでマン
ガ・ミュージアム関係者にインタビューを行
うと同時に、合同のシンポジウムなどを企画
し、ミュージアムの建築空間の特性や各地域
空間における意味などを検討した。 
 

４．研究成果 
（１）調査成果 
本研究により、欧米におけるマンガ・ミュ

ージアムでは、マンガは概ね既存のその他芸
術（絵画、写真、彫刻など）の一つとして展
示され、来館者側の行動もそうした館の意図
をなぞるものとして観察できた。しかし日本
においては、マンガは絵画としてだけではな
く、読む物語として成立している上、ある特
定の時代やそれに応じた世代、特定の作家や
作品に対するファンなどによって多様に文
脈付けられており、必然的に個人の日常生活
の記憶や世代間、ファン内部の共有経験とし
て語られることが多いことが分かった。韓国
においても日本と同様の状況が観察された
が、調査対象であるミュージアムはマンガの
総合博物館であると同時に運営を公的機関
が行っていることもあり、マンガをナショナ
ルヒストリーの一環として語る姿勢が日本
より強くみられた。しかしだからといって来
館者がそれを完全になぞった観覧態度や巡



回形式を示すのではなく、要所においてそこ
からの逸脱が確認できた。 

以上のことは、マンガ文化の成立事情を歴
史的、地域的に考察する必要が非常に大きい
ことを物語っている。つまり、特に日本や韓
国のマンガ・ミュージアムでは、いわゆる芸
術と同じような展示をすればよいのではな
く、読書空間や作家の来歴や特性を展示とし
て関連付けながら、多様な来館者に対応可能
な建築空間として構成する必要がある、とい
うことである。 

 
韓国における来館者調査のデータ一覧（上） 

韓国漫画映像振興院の展示空間分析図（中） 

韓国漫画映像振興院における来館者トラッキング

データシートサンプル（下） 

 
 

（２）日本のマンガ・ミュージアムの来歴と
その特性に関して 
 フランスや韓国のマンガ・ミュージアム及
び来館者行動と、日本のそれとの間にある差
異を意識しつつ、本研究では日本の各マン
ガ・ミュージアムの位置づけやその意義など
も、主にインタビューやシンポジウムなどを
通して整理・考察した。 

日本におけるミュージアムは高度成長か
らバブル期にかけて多く建設されており、い
わゆる「箱物行政」の一環として設置された
側面がある。そこにおいては、地域の経済発
展と人口増加は疑われることなく、ミュージ
アム建設は日本全国ほぼ均質に進められた。
これは学校や図書館なども同様で、建築分野
では建築計画学の知見が主な理論的な基盤
となって進められた経緯がある。 
しかし今世紀に入り、バブル崩壊後の経済

的失速と人口減少社会に本格的に突入する
中で、ミュージアムに関連する事業はもちろ
んのこと、既存の観光産業の減退、高齢化に
よる地場産業衰退など、とりわけ地方におい
て様々な困難が生じている。そしてそれに対
して、まちづくりなどの地域再生への取り組
みがさかんに行われるようになり、そこでミ
ュージアムは一つの核となる施設として再
び注目される状況が生まれていることが分
かった。 

マンガ・ミュージアムなどのポピュラー文
化ミュージアムはこうした流れの中で 1990
年代より建設が始まっており、高度経済成長
期のミュージアムとは別の文脈での期待を
背負っていることを意味している。また、当
然このことは、フランスはもちろんのこと、
自国文化の一つとして戦略的かつ国家的に
プロデュースされている韓国とも異なる。 

熊本におけるマンガ・ミュージアムに関するシン

ポジウム（2014 年） 

 
（３）日本のマンガ・ミュージアムの類型と
現状 
そうした中で、日本のマンガ・ミュージア

ムを以下のような類型で整理し、各館の概要
把握を行った。 
一つは、著名なマンガ家を偉人としてたた

える顕彰館型のミュージアムである。ここに
はマンガそのものももちろん展示されるが、



どちらかといえばその作家自身を紹介する
ことに主眼が置かれる。次にテーマパーク型
のミュージアムがあげられ、それらは再現さ
れたマンガの世界を歩いて回れたり、マンガ
の世界に没入できたりするようなゲームや
ジオラマが展開するものである。また、複製
品であるマンガの原画を中心的に展示する
美術館型のミュージアムも多い。原画は世界
に 1 枚しかないため、美術館における絵画と
同じように扱われるという意味において、教
科書通りのミュージアムといってもいいだ
ろう。一方で、マンガは本来単に「見る」メ
ディアではなく、物語性をもった「読む」メ
ディアである。つまり、マンガは図書館にも
同様に収蔵されうる。従って、マンガ・ミュ
ージアムという名を冠していても、マンガが
読めることを比較的重視しているミュージ
アムもあり、それらは図書館型とみなすこと
ができる。 
このように、マンガを扱う施設にはさまざ

まな形態があるが、地域再生の有効打として、
マンガ・ミュージアムが本当に機能している
のかどうかは検討の余地が大きい。そもそも
地域再生と一口に言っても、事情は千差万別
であり、既存の発展的な史観をもって観光バ
ブルに乗ろうというものや、縮小都市の現実
の中で新しい公共サービスの一環としてそ
の可能性を手探りしているところもあった。
つまり、そうした事情の数だけマンガ・ミュ
ージアムに対する期待や可能性の萌芽があ
り、それは言葉や人々の活動だけでなく、建
造物としてのミュージアムの平面や空間構
成、それをとりまく周辺環境とも如実に関係
しながら体現していることが読み取れた。そ
うした日本国内の多くのマンガ・ミュージア
ム及び国外の主な同ミュージアムに関して
は、『マンガミュージアムへ行こう』（岩波書
店、2014 年）にまとめることができた。 

新潟マンガ・アニメ情報館の平面図。商業ビル 1

階に入っているミュージアムの常設展の展示空間

はマンガのコマや吹き出しのような平面となって

いる。同館のスタッフらとの議論では、常設・企

画のそれぞれの面積比率なども話題にあがった。 

 
（４）今後の課題 

そうした数多くのマンガ・ミュージアムに
関する個別具体的で深度ある分析は、今後の

課題でもあるが、そこに分け入ることでマン
ガ文化を展示するポピュラー文化ミュージ
アムが現代社会でもつ実相に迫ることがで
きると考えられる。 
また、日本・韓国でも共通するが、マンガ

を専門とするミュージアム関係者が極めて
少なく、多くのミュージアムが自前でスタッ
フを養成している状況は、非常に大きな問題
であることがわかった。行政レベルの議論で
は、「マンガ文化をいかに地域再生に使うか」
ということが主題化してしまいがちである。
しかし、マンガ文化の展示を行うスタッフが
そもそも欠乏しており、それはマンガ文化の
豊かで多面的な見方を提示したり、社会的に
多様な意義があることを伝えたりすること
を難しくしている。結果的にこのことは、中
長期的な視点で見れば、マンガ・ミュージア
ムの画一化やマンガ文化の衰退に繋がる危
険性がある。 
そのためにも本研究で焦点化したように、

今後はマンガ文化の展示手法をより建築や
展示空間との連関のもとで開発すると同時
に、それに対する展示・批評・学習手段を創
造的に探求できる人材を育てていく必要が
あると思われる。こうした視座から、今後本
研究を推進・発展させていく予定である。 
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